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Because I am a Girl
キャンペーンがもたらした変化

キーパーソンに聞く

茂木健一郎さん
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│
│ 
東
京
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
6
チ
ャ

リ
テ
ィ
で
は
、
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
に
は
ご

興
味
を
お
も
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

茂
木
健
一
郎
さ
ん（
以
下
敬
称
略
）

興
味
が
あ
る
と
い
う
か
、
人
と
し
て

そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
と
は
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
30
代
で
住
ん
で
い

た
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
影
響
も
大
き
い

で
す
。
街
中
に
当
た
り
前
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
売
る
お
店
が
あ
っ
た
り
、

「
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ズ
・
デ
イ
」
と
い
う
の

を
定
め
て
国
中
の
人
が
赤
い
鼻
を
付
け

て
貧
困
や
社
会
格
差
へ
の
支
援
を
訴
え

た
り
と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
文
化
が
根
付
い

て
い
ま
し
た
。
自
分
も
彼
ら
の
よ
う
に
、

あ
ま
り
気
負
わ
ず
に
社
会
貢
献
活
動
に

参
加
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
ね
。

│
│ 

ラ
ン
ニ
ン
グ
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の

ひ
と
つ
と
言
い
切
り
、
ブ
ロ
グ
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
で
も
そ
の
魅
力
を
語
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

茂
木　

は
い
、
小
学
生
く
ら
い
か
ら

ず
っ
と
走
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ス
ト
エ

フ
ォ
ー
ト
で
と
い
う
テ
ン
シ
ョ
ン
で
、

旅
先
で
10 

キ
ロ
を
1
時
間
く
ら
い
か
け

て
走
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
家
か
ら
い
ち

ば
ん
近
い
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
2
分
だ
け
走

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

走
り
終
わ
っ
た
あ
と
は
何
も
の
に
も

変
え
が
た
い
爽
快
感
が
あ
り
ま
す
し
、

持
久
力
が
つ
く
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、

認
知
症
の
発
症
に
関
わ
る
と
さ
れ
る
脳

内
の
β
ア
ミ
ロ
イ
ド
の
蓄
積
を
抑
え
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
走
る
こ
と
は
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
も
つ
な
が
る
ん

で
す
。

│
│ 

走
る
こ
と
自
体
の
魅
力
の
ほ
か
に
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
に
は
ど
の
よ
う
な
良

い
面
が
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
？ 

プ
ラ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー

に
申
し
込
ま
れ
た
と
き
の
、「
自
分
自

身
の
壁
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
こ
と
が
、

ひ
い
て
は
、
社
会
を
変
え
る
勇
気
に
つ

な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と

い
う
茂
木
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
が
大
変
印

象
的
で
し
た
。

茂
木　

そ
の
言
葉
通
り
な
の
で
す
が
、

社
会
を
変
え
た
い
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず

は
自
分
自
身
が
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
論
よ
り
行
動
で
示
し
た
ほ
う
が
世
の

中
は
変
わ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
女
性

の
マ
ラ
ソ
ン
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
1
9
6
6
年
に
、
ロ
ベ
ル
タ
・

ル
イ
ー
ズ・
ギ
ブ
ス
と
い
う
女
性
が
ノ
ー

ゼ
ッ
ケ
ン
で
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
参

加
し
ま
し
た
。
彼
女
の
こ
の
行
動
が
、

女
性
へ
の
マ
ラ
ソ
ン
の
門
戸
開
放
に
つ

な
が
っ
た
の
で
す
。

　

誰
か
が
何
か
壁
を
打
ち
破
る
姿
を
見

る
と
、
人
は
そ
の
姿
に
共
感
す
る
と
と

も
に
自
分
も
壁
を
打
ち
破
っ
て
み
よ
う

と
勇
気
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
社
会
を
変
え
た
い
な
ら
、
参
加

者
全
員
が
必
死
に
頑
張
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

ラ
ン
の
よ
う
な
仕
組
み
は
非
常
に
効

果
的
だ
と
思
い
ま
す
。「
頑
張
る
か
ら

寄
付
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
文
化
が
、

日
本
で
も
も
っ
と
広
が
る
と
い
い
な
と

も
思
い
ま
す
ね
。

│
│ 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
で
集
ま
っ
た
寄

付
金
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度
に
よ
り
差
別

を
受
け
て
い
る
イ
ン
ド
の
貧
困
世
帯
の

女
の
子
に
奨
学
金
を
贈
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
使
う
予
定
で
す
。
途
上
国
の
女
の

子
支
援
に
関
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
関

心
を
お
も
ち
で
す
か
？

茂
木　

人
権
運
動
家
マ
ラ
ラ
さ
ん

の
お
父
様
の
、
T
E
D
ト
ー
ク
を

会
場
で
聴
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
ラ
ラ
さ
ん
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
直
後
の
こ
と
で
、

会
場
か
ら
の
「
何
か
特
別
な
こ

と
を
し
た
？
」
と
の
質
問
に
彼

は
こ
う
答
え
た
ん
で
す
。「
た
っ

た
ひ
と
つ
、『
女
の
子
だ
か
ら
こ

れ
は
し
て
は
い
け
な
い
よ
』
と
い
う
の

は
決
し
て
言
わ
な
か
っ
た
」
と
。
そ
れ

が
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。
途
上
国
の

女
の
子
に
は
確
か
に
ガ
ラ
ス
の
天
井
が

あ
る
け
れ
ど
、
周
り
の
人
の
少
し
の
気

づ
き
で
そ
れ
を
取
っ
払
う
こ
と
が
で
き

る
の
だ
、
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
ね
。

　

ま
た
、
途
上
国
だ
け
で
は
な
く
日
本

を
含
む
先
進
国
と
さ
れ
る
国
に
も
、
ま

だ
ま
だ
女
の
子
や
女
性
に
対
す
る
ガ
ラ

ス
の
天
井
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

私
が
い
る
科
学
の
世
界
で
も
、
男
女
の

能
力
は
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
の
で
す

が
、
女
性
科
学
者
は
非
常
に
少
な
い
で

す
。
こ
の
状
況
が
改
善
さ
れ
、
い
ろ
い

ろ
な
タ
イ
プ
の
人
が
社
会
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
こ
と
で
世
の
中
が
ど
ん
ど
ん

変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

│
│
“
ガ
ラ
ス
の
天
井
”
を
な
く
す
た

め
に
、
女
の
子
や
女
性
た
ち
が
自
ら
で

き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

茂
木　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
で
、
可

能
性
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
女
性
の
社
会
進
出
に
お
い
て
も
、

産
休
中
の
在
宅
勤
務
が
可
能
に
な
る
な

ど
、
寄
与
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
こ

の
素
晴
ら
し
い
現
実
に
気
づ
き
、
チ
ャ

ン
ス
や
可
能
性
を
貪
欲
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
自
ら
の
意
識
の
も
ち
よ
う
で
、
途

上
国
の
女
の
子
を
含
み
女
性
の
可
能
性

は
広
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

茂
木　

は
い
。
そ
し
て
、
ガ
ラ
ス
の
天

井
と
か
壁
は
女
の
子
だ
け
で
は
な
く
誰

に
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
実

は
そ
れ
っ
て
自
分
が
壁
だ
と
捉
え
て
い

る
、
つ
ま
り
自
分
が
勝
手
に
で
き
な
い

と
思
い
込
ん
で
い
る
だ
け
だ
と
思
う
ん

で
す
よ
。
た
と
え
ば
、
日
本
人
の
高

校
生
が
マ
ラ
ラ
さ
ん
の
よ
う
に
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
取
る
可
能
性
だ
っ
て
本

当
は
あ
る
の
に
、
な
ぜ
か
そ
こ
に
壁
を

作
っ
て
し
ま
う
。
私
は
今
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
に
英
語
の
動
画
を
た
く
さ

ん
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の

B
B
C
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
な
ら

な
い
か
と
お
声
が
か
か
る
の
を
狙
っ
て

い
る
か
ら
。
半
分
冗
談
、
半
分
本
気
で

す
（
笑
）。
日
本
育
ち
の
人
が
イ
ギ
リ
ス

で
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
な
ど
な
れ
る
わ
け

が
な
い
│
│
。
こ
の
よ
う
な
日
本
人
男

性
が
作
り
が
ち
な
壁
を
、
私
も
破
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

Prof ile

東京マラソン2016チャリティでのご協力、ありがとうございました！

もぎ・けんいちろう
1962 年、東京生まれ。脳科
学者。ソニーコンピュータサ
イエンス研究所シニアリサー
チャー。テレビや雑誌に加え
て、twitter や LINE Blog な
どソーシャルメディアの発言
でも注目を集める。走ること
をライフワークのひとつとし、
今年の東京マラソンは 4 時
間 45 分 59 秒で完走した。

今年で 10 回目の開催となった東京マラソン。
2011大会から、さらに多くの人たちを「ひとつ
にする」ことを目指してチャリティを実施してい
ます。プラン・ジャパンは、そのチャリティ先の
ひとつとして、毎年多くの方からご支援をいた
だいています。2016 年は、180 人以上の方々
から寄付をいただき、そのうち140 人の方が
10 万円以上の寄付をして、チャリティランナー

として出走されました。ご参加くださいましたみ
なさま、どうもありがとうございました！ チャリ
ティランナーの募集は、例年 7 月から開始しま
す。関心をお持ちの方はぜひ次大会にご参加く
ださい。今大会当日の報告記事はこちらからご
覧いただけます。
https://www.plan-japan.org/topics/event/
160314run/

Photos/ 金井塚 太郎

脳
科
学
者
と
し
て
ア
カ
デ
ミ
ア
か
ら
メ
デ
ィ
ア
ま
で
幅
広
く
活
躍
す
る
の
に
加
え
、ラ
ン
ナ
ー
と
い
う
面
も
あ
る
茂
木
健
一
郎
さ
ん
。

今
年
は
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、東
京
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
6
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
参
加
。

そ
の
背
景
に
は
、イ
ン
ド
の
女
の
子
を
支
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
加
え
、

世
界
中
の
人
に
自
分
の
壁
を
打
ち
破
っ
て
自
身
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
聞
く    

自
分
の
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
、

社
会
を
変
え
る
勇
気
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

茂
木
健
一
郎
さ
ん

●
脳
科
学
者

茂
木

の
お

会マ賞

れ
は
し
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2
0
1
2
年
の
第
1
回
国
際
ガ
ー

ル
ズ
・
デ
ー
は
、
2
日
前
の
マ
ラ
ラ
・ 

ユ

ス
フ
ザ
イ
さ
ん
の
襲
撃
事
件
と
い
う

悲
劇
と
と
も
に
記
憶
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
マ
ラ
ラ
さ
ん
が
訴
え
て

い
る
こ
と
す
べ
て
を
含
ん
だ
、
B
 
I 

A
A
G
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
マ
ラ
ラ
さ

ん
と
と
も
に
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て

協
働
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
が
2
0
0
7
年
か
ら
始
め

て
い
た
B
I
A
A
G
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
第
1
回

国
際
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー
が
開
催
さ
れ
た

2
0
1
2
年
7
月
か
ら
2
0
1
4
年

10
月
に
か
け
て
、「R

aise Your 
H

and
」ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
世
界
の
女
の
子
の
教
育
と

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め
に
、
手

を
上
げ
る
姿
を
通
し
て
国
際
社
会
に

働
き
か
け
る
参
加
型
ア
ク
シ
ョ
ン
。

世
界
の
女
の
子
た
ち
も
声
を
上
げ
、

行
動
を
起
こ
し
始
め
ま
し
た
。

　
2
年
間
で
世
界
70
カ
国
以
上
2
3

9
万
5
2
6
6
名
が
参
加
、
2

 

0

 

1

 

4
年
10
月
に
は
国
連
機
関
の
ユ
ネ
ス

コ
事
務
局
長
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
7
月
12
日
、
マ
ラ
ラ

さ
ん
の
誕
生
日
に
、
世
界
中
の
教
育

の
普
及
を
訴
え
る
「
マ
ラ
ラ
・
デ
ー
」

が
企
画
さ
れ
、
襲
撃
後
初
め
て
公
式

の
場
に
現
れ
た
マ
ラ
ラ
さ
ん
が
国
連

で
世
界
の
記
憶
に
残
る
ス
ピ
ー
チ
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、

プ
ラ
ン
の
ユ
ー
ス
た
ち
15
人
も
参

加
。
国
連
の
会
議
場
は
若
者
た
ち
で

埋
め
つ
く
さ
れ
、
各
国
の
首
脳
へ
女

の
子
の
教
育
を
受
け
る
権
利
が
世
界

中
で
実
現
す
る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

　

2
0
1
4
年
7
月
に
は
、「Youth 

for C
hange

」
で
知
ら
れ
る
ガ
ー
ル

ズ
サ
ミ
ッ
ト
に
、
当
事
者
た
ち
を
代

弁
す
る
同
世
代
の
若
者
た
ち
が
集
ま

り
、世
界
の
指
導
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ
、
女
性
性
器
切

除
と
児
童
婚
の
根
絶
を
訴
え
ま
し

た
。
プ
ラ
ン
U
S
A
の
B
I
A
A
G

大
使
で
あ
る
フ
リ
ー
ダ
・
ピ
ン
ト
ー

さ
ん
が
参
加
し
、
マ
ラ
ラ
さ
ん
と

こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
同
年
10
月
、
マ
ラ
ラ
さ

ん
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
。
プ

ラ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
祝
賀
会
を
共

催
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
B
I
A
A
G
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
5
8
3
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
2
年
以
来
、

約
5
0
0
万
人
の
女
の
子
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
意
識
変
革
を
直
接
働
き
か
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
4

3
0
0
万
人
の
男
の
子
、
女
の
子
が
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
、
教
育
を
通

じ
て
利
益
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
は
引
き
続
き
女

の
子
た
ち
の
た
め
に
活
動
し
ま
す
。

「
マ
ラ
ラ
・
デ
ー
」
を
企
画

マ
ラ
ラ
さ
ん
の
感
動
の
ス
ピ
ー
チ

2
0
1
5
年
ま
で
に

目
に
見
え
る
成
果
が
続
々
と

　2016年は、昨年の秋に国
連で採択された“持続可能な
開発目標（SDGs）”がいよ
いよ始動する年です。すべて
の人にとって平等で公正な世

界を実現させようというこの
目標には、先進国であろうと
途上国であろうと、同じよう
に取り組む必要があります。
　プランは、これまでの開発

で取り残されている人々、そ
の中でも大多数を占める女の
子に焦点をあて、その支援の
中心を担う団体として活動し
ていきます。女の子に価値を
置く世界を目指して、その権
利を促進し、いま女の子に起
こっている不当なことを終わ
らせなくてはなりません。
　BIAAGキャンペーンは、
女の子がどこでも学べ、進学
でき、自ら決定し、目標を達
成することができるように、
力関係を変革する世界的な活
動です。

　権力をもつ立場の人々と一
般の住民たち、特に女の子た
ちとの関係に変化をもたらす
ことで、誰でも自分の人生に
関わる選択を自ら行うことが
できるようになります。
　従来の地域開発に加え、女
の子や取り残された人々に焦
点を当てる活動を通じ、プラ
ンは世界各国ですべての子ど
もたちのために平等で公正な
社会を作る中枢の役割を果た
していきます。

Vol. 3Because I am a Girl の重要な瞬間を振り返り、
世界の女の子の“これから”を考えます

世界の女の子に、生きていく力を。

Because I am a Girl

志を同じくするマララさんと協働し、
女の子たちがアクション！
BIAAG※キャンペーンがきっかけとなった国際ガールズ・デーの制定。
その直前に凶弾に倒れたマララ・ユスフザイさんと、
BIAAGキャンペーンは同じ目標に向かって、さらなる盛り上がりを見せました。

アンネ・ビルギッテ・アルブレクトセン
（プラン・インターナショナルCEO）

世界から集まった若者
たちとマララさん（前
列右から 3 人目）とプ
ランの BIAAG 大使の
フリーダ・ピントーさん

（後列右から 3 人目）

※ Because I am a Girl の略

1.プラン・ノルウェーのイベントで　2.ノーベル平和賞授賞式の祝賀会でスピーチをするマララさん　3.BIAAG大使のフリーダ・ピントーさん（左）と
4.国連での記憶に残るスピーチ

地域開発を通して、持続可能で公正な社会の実現を

コペンハーゲン大学で法律を専攻。
国連人口基金（UNFPA）、国連開発
計画（UNDP）、デンマーク政府など
で、25 年以上にわたり開発、人権、
外交、組織改革などに従事。トルコ、
アルメニア、ジョージア、アゼルバイ
ジャンに駐在した経験をもつ。

1

2

3

4
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プロジェクトで生き生きと活動する
女の子の様子が
現地から届いています

Girl’s Project は継続的にも、1 回でもご支援いただけます。右記の BIAAG キャン
ペーンサイトからお手続きください。プロジェクトの進捗については、ウェブサイト
で報告しています。メールマガジンでご案内しますので、ぜひご登録ください。

Vol. 3Because I am a Girl（BIAAG）キャンペーンで
実施されるプロジェクトの報告です

Go! Go!

Girl's Project

スタートして半年が過ぎた5つのGirl’s Project。進捗報告が届き始めています。
今回はカンボジアの現地リポートと、インドとウガンダで活動に参加している女の子たちをご紹介します。

　ミナティさんはインド東部オディシャ県
の村で暮らしています。母親は 12年前
に亡くなり、兄 2人と妹 1人と父親の 5
人家族です。ほかの州まで出稼ぎに行く
ことがある父親に代わって、ミナティさん
が家事をこなし、妹の世話もしています。

　これらの事情を考慮し、ミナティさん
は奨学金の対象者に選ばれ、現在は 10
年生に進級しています。最初の頃は欠席
が多い状況が変わらなかったため、プラ
ンが学校運営委員会と家を訪ね、父親
に教育への理解を求めました。家事の
負担を減らせるように、親戚にも協力を
頼んだことで、ようやくミナティさんは学
校に戻ってくることができました。

　ミナティさんは、奨学金を教科書の購
入や補習授業のための費用に充てていま
す。また、クラスメートと一緒に、プロ
ジェクトの一環であるライフスキル教育
の活動に参加。「子どもの権利」や性感
染症から身を守るための知識など、多岐
にわたって学びました。さらに、図書館
に蔵書や本棚を増やしたので、ミナティ
さんを含めより多くの子どもたちが本を
読めるようになりました。

　スコビアさんは、ウガンダ東部トロロ
県のマラバ村で暮らしています。前期中
学校の 3年生で中途退学をしました。そ
の後、2番目の妻として結婚し、幼稚園
に通う娘が 1人います。夫は 1番目の妻
を連れて別の場所で働いていますが、

スコビアさん親子への生活支援はなく、
料理に使う炭（チャコール）を売るのが
娘との生活を支える唯一の手段です。
　スコビアさんの村では、このプロジェ
クトに 30人の女性が参加し、毎週グ
ループでミーティングを行っています。
スコビアさんは 8週間貯蓄を続けること
ができ、グループで運用する金額も大き
くなってきました。また、5万 4,000ウ

ガンダシリング（約 2,000円）を借り入
れ、販売用の炭を多く仕入れることがで
きました。生活に必要な石鹸や砂糖、ラ
ンプ用の灯油ほか、娘のために教科書
や鉛筆を買えるようになりました。
　積極的に活動していることから、スコ
ビアさんは村全体の「村落貯蓄」に関
わる委員会のメンバーに選ばれました。
「もっと多くの若い女性たちが参加でき
るように役に立ちたい」と語ります。

インド
「女の子のための教育推進プロジェクト」

ウガンダ
「女性のための生計向上プロジェクト」

授業を受けるミナ
ティさん（手前）

備品を受け取る村落貯蓄
貸付グループの参加者

●主な活動内容　カーストやジェンダーに基づく差別が根深いインド。特に指定部族の女の子たちは、65％が
中途退学をしています。女の子たちが勉強を続けられる環境を整え、将来の選択肢を広げることを目指します。

●主な活動内容　経済的に困難な状況の女性が性産業に従事することもある地域。プロジェクトは若年層の女性た
ちが村落貯蓄貸付グループに参加することを通して、能力強化を図り、経済力を身につけることを目的としています。

ミナティさん（15歳・10年生）

タイへの出稼ぎをなくしたい
～カンボジア「女の子の自立を助ける職業訓練プロジェクト」視察リポート

リポーター：寺田聡子職員（プログラム部）

スコビアさん（23 歳）

奨学金で学校に再び通えるように。
ライフスキル教育にも参加しました！

3カ月後には、もっと多くの炭が
買えるようになると思います

ご支援をお待ちしています！

http://www.plan-japan.org/girl/
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電気コースで学ぶ女の子（中央奥）。真剣な表情

接客コースで学ぶ女の子。笑顔が印象的です
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保 健 所で身 長を
測っている男の子。
保健所を建てたこ
とで、地域で子ど
もたちの健康や成
長を見守ることが
可能になりました

プランが建てた保育所で学ぶ子どもたち。プランは保育所の施設と備品を
提供。さらに、教師たちのトレーニングにも力をいれました

子どもたちみんなで手を洗ってにっこり！ プランは給水設備を
整えるとともに、衛生習慣のトレーニングにも力を入れました

台風などの災害が起こったときの避難訓練の様子。災害の
事前の備えや災害時の対応など、減災教育も進めています

　支援開始時は、0～ 5歳児のうち
22.3%しか乳幼児保育を受けていない状
況でした。そこで、まずは学校・教育施
設の建設と修繕に力を入れました。教育
の質の向上などソフト面にも注力し、教師
のトレーニングを実施。教師は子どもの権
利や成長についての学びを深めることに加

え、保育所の運営や教育内容について自
分たちで管理することができるようになりま
した。一方で、親には子どもへの教育の
大切さや栄養に関する啓発を実施。これ
らの結果、教育を受ける子どもの数を増
やすとともに中途退学者を減らすことがで
きました。

　この間にもっとも力を入れた支援のひ
とつは、保健です。村にはフィリピン政
府が取り付けた給水設備がありましたが
各世帯まで給水管を引き込んでいなかっ
たので、村人は水汲みに行く必要があり
ました。このような状況の改善のため、
プランは日本からの支援で2007年に給
水設備を設置。131世帯に水道管を引き
込みました。さらに、地元行政と一緒に
給水設備を管理するようにし、村の利用
者たちが主体的に水を管理運営できるこ
とを目指しました。また、保健所職員の
トレーニングや屋外排泄根絶のための意
識啓発なども行いました。
　2006年には活動していた村のひとつで
大規模な土砂崩れが発生。被害を受け
て、住民は元の住居地から新しい場所に
コミュニティを移動することとなりました。
フイリピンは台風などの自然災害が多く、
そのたびに緊急支援が必要となり支援活
動が中断することになります。防災への
取り組みの重要性が増すなか、プランは
避難訓練など、減災教育も積極的に行
いました。

　コミュニティの自立には、次世代を担
う子どもたちへのサポートが何よりも大切
です。学費及び学用品、学校へのアクセ
スの改善などを通して小学生から高校生
まで幅広い生徒が教育を続けられる環
境づくりに励みました。加えて、子ども
を暴力や人身売買から守るために、さま
ざまなキャンペーンを実施。ソーシャル
ワーカーや医師、警察とも連携して、通
報システムや被害にあったら駆け込める
施設を設立しました。また、日本企業の
支援で自動車整備士養成学校が建設さ
れたりと、子どもたちの経済的自立を促
進する機関ができたのも大きな前進です。
　地域住民と地方自治体、国との連携
を大切に研修や意識啓発を進めたこと
で、村の大人たちは大きな自信をつけま

した。一方、子どもたちを中心としたグ
ループを立ち上げ、地域の問題解決に
取り組むことでコミュニティを担えるスキル
を身につけていきました。プラン・フィリ
ピンは、コミュニティの人々が政府や行
政機関と連携して、自分たちの力で開発
を継続できると判断し、支援から撤退。
今後は、ようやく平和への道のりを歩み
始めたミンダナオ島へ活動を移します。

スポンサーの支援でこんなに
変わりました！

数字で見る活動の成果

※サザンレイテのプラン活動地域のデータ
※これは世界各地で行われているプラン・
　スポンサーシップの一例です

● 乳幼児教育を受け初等教育への入学
　準備が整っている子どもの数

　平均 49%（2007年）
　　　　　▼

　女の子 73.88%、
　男の子 77.37%（2013年）
　 6年で飛躍的に上昇しました。

● 未登録児童
　702人（2004年）
　　　　　▼

　0人（2009年）
　出生登録の完全化を実現しました。

学校をハードとソフト、2つの面から支援

Second Phase

Plan Sponsorship

Third Phase

保健施設の整備や
減災教育に力を入れて

次世代を担う子どもの
自立育成に力を入れる

2005-2009

2010-2016

First Phase 1998-2004

Vol. 3プランの支援を卒業するまで。
コミュニティが成長する姿をレポート

プラン・スポンサーシップ
～フィリピン・サザンレイテ州の場合～

私たちの職業訓練学校 
は、2012 年に設立され 
ました。来年から Grade 
11、12（日本の高校 2、
3 年生に相当）の授業も

始める予定です。この地域で唯一の職
業訓練校のため教室が足りないなか、
プランの支援で校舎が作られたことに
感謝しています。

現地の人の
生の声をお届け！
ヴァレリーさん
ヤング・ハーツメディアクラブメンバー／13歳

VOICES

子どもの権利擁護や自立を支援し、
災害にも強い持続可能な地域を実現
皆さまのご支援のもと、プラン・スポンサーシップの活動が地域にどのような効果をもたらしたのかをご報告する連載。
第3回は、フィリピンのサザンレイテ活動地域での支援をご紹介します。コミュニティの施設の整備や意識啓発、
そして子どもの権利擁護や自立支援を進めたことで、持続可能な自立を果たした地域となりました。

7,109もの島々からなるフィリピンの、ビサヤ諸島の東部とレイテ島の南部の州を指す。狭小な海岸平野に人口が集中し、
住民のほとんどは小規模の漁業と農業で生計を立てています。台風などの自然災害が多発する地域でもあります。

フィリピン・サザンレイテ州は
こんなところ

ミソンさん
 職業訓練学校　校長

プランが提供した子ど
もの権利や子どもの教
育についてのトレーニ
ングコースを受けて、
授業計画の立て方やカ

リキュラム作りなどを学べました。ま
た、水道やトイレなどの幼稚園の設備
と教材も整い、衛生教育も進みました。
さらに、今では給食ができ、子どもに
栄養のある食事を与えることができる
ようになりました！

リザさん
 プランのトレーニングを受けた保育士

クラブでは、”Regret（後
悔）”というタイトルで
早すぎる妊娠について
とりあげたショートビ
デオを作成しました。撮

影技術を身につけることができて自信
がつきました！　また、プランは机や
いすも備えた新校舎を建ててくれたの
で、感謝しています。

子どもたちが中心となって活動するグループがいくつも作られ、
子どもの可能性を広げています。女の子たちも集まり、女の
子の権利保護や教育の提供を求める活動に参加しました
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ニ
テ
ィ
の
人
々
と

接
し
な
が
ら
感
じ
る
の
は
、
地
域
の

人
々
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と

て
も
喜
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
で

す
。
洪
水
や
干
ば
つ
に
苦
し
ん
で
き

た
人
々
に
と
っ
て
、
災
害
に
強
い
作

物
づ
く
り
は
悲
願
な
の
で
す
。

　

地
域
の
人
々
は
、
長
い
間
、
栽
培

で
き
る
作
物
は
メ
イ
ズ
（
と
う
も
ろ

こ
し
）
し
か
な
い
と
信
じ
て
、
そ
れ

以
外
の
選
択
肢
を
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
メ
イ
ズ
の
栽
培
に
は
大

量
の
水
を
必
要
と
し
ま
す
。
干
ば
つ

に
な
れ
ば
収
穫
は
で
き
ず
、
食
糧
不

足
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
キ
ャ
ッ

サ
バ
、
さ
つ
ま
い
も
、
豆
類
と
い
っ

た
、
メ
イ
ズ
よ
り
も
水
を
必
要
と
し

な
い
作
物
の
栽
培
を
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
利
点
を
よ
く
理
解
し
て
く

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
収
穫
物
が
傷

ま
な
い
保
存
方
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
。
以
前
よ
り
も
栄
養
価
が
失

わ
れ
ず
、
長
く
保
存
で
き
る
と
知
っ

て
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

乳
幼
児
の
栄
養
改
善
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
親
や
保
護
者
た
ち
に
乳

幼
児
の
栄
養
の
大
切
さ
を
伝
え
た
と

こ
ろ
、
人
々
の
行
動
が
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た

人
々
が
自
発
的
に
、「
子
ど
も
た
ち

は
栄
養
価
の
高
い
食
べ
物
を
食
べ
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
他
の
人
に
伝
え
、
地
元
の

食
材
で
で
き
る
料
理
方
法
を
教
え
始

め
た
の
で
す
。
い
く
つ
か
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
通
じ
て
、
人
々
の
考
え
方

や
行
動
が
確
実
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
の
を
感
じ
ま
す
。

　

2
0
1
5
年
4
月
25
日
に
発
生

し
た
大
地
震
で
、
プ
ラ
ン
の
ス
タ
ッ

フ
は
緊
急
支
援
の
対
応
に
追
わ
れ
、

本
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
予

定
の
7
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
る
シ
ン
ズ
リ
郡
も
地
震
で
被
害
を

受
け
、
緊
急
支
援
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
災
害
で
さ
ら
に
社
会
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
停
滞
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ニ
ー
ズ
は
さ
ら

に
高
ま
り
、
開
始
時
期
は
遅
れ
ま
し

た
が
、
活
動
を
す
す
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

12
月
に
入
っ
て
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
担
当
者
と
し
て
正
式
に
着
任
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
に
あ
た
り
、

ま
ず
保
健
省
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
専
門
的
な
技
術
面
で
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
超
音
波
健
診
装
置
（
以

下
エ
コ
ー
）
の
購
入
に
着
手
し
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
装
置
が
適
切
な

の
か
、
判
断
し
て
購
入
す
る
ま
で
に

か
な
り
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
エ

コ
ー
が
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

を
使
う
医
療
従
事
者
が
正
し
い
操
作

法
を
理
解
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
現
在
、
保
健
行
政
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
看
護
師
と
助
産
師
へ
の
エ

コ
ー
操
作
と
診
断
法
に
関
す
る
21
日

間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
所
と
な
る

3
つ
の
病
院
で
は
、
準
備
が
す
す
ん

で
い
ま
す
。

　

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
地
域
の
人
々
と
一
丸
と

な
っ
て
活
動
を
す
す
め
ま
す
の
で
、

進
捗
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Vol. 3プラン・マンスリー・サポーター、
プラン一般プロジェクト、緊急支援などでの取り組み

災害から子どもたちを守るために、
学校ができること

ネパール「安全な妊娠・出産支援プロジェクト」

4月の大地震の影響で遅れたものの、本格始動しました

マラウィ「子どもの栄養改善と食糧確保プロジェクト」

地域の人々が自発的に啓発活動を始めています

リポーター：寺田聡子職員（プログラム部）

リポーター：ティヤ・ライ職員（現地プロジェクト担当者）

妊婦健診が難しい地域で
巡回健診を進めている、
ネパールのプロジェクト担当者から
現地リポートが届きました。

リポーター：アラン・ムランジ職員（現地プロジェクト担当者）

慢性的な食糧不足と子どもの栄養不良が
蔓延するマラウィ。活動地域のムランジェ県で
食糧確保や干ばつへの備えをすすめている
プロジェクト担当者のリポートをお届けします。

コミュニティに出かける車の前で

シンズリ活動地域の巡回健診所前で

● このページのプロジェクトは、ともにプラン一般プロジェクトで
　 ご支援いただけます。https://www.plan-japan.org/join/priority/

プランが取り組む

世界で起きている問題

2015年3月に仙台で開かれた第3回国連防災世界会議では、学校での防災対策の推進が約束されました。
プラン・マンスリー・サポーターでは、ミャンマー、ベトナム、ネパールで「災害に強い学校」づくりのプロジェクトを実施。
2015年10月からは、バングラデシュ、中国、パキスタンでの活動が始まりました。

「
災
害
に
強
い
学
校
」
世
界
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
防
災
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
防
災
計

画
づ
く
り
や
災
害
の
タ
イ
プ
に
応
じ

た
準
備
や
対
応
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

　

第
2
弾
の
活
動
国
は
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
、
中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
3
カ

国
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
異
な
る
災
害
の

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
洪
水
が
発

生
す
る
リ
ス
ク
の
高
さ
は
世
界
第
1

位
、
サ
イ
ク
ロ
ン
に
つ
い
て
は
世
界
第

6
位
に
挙
げ
ら
れ
る
な
ど
災
害
リ
ス

ク
の
高
い
国
の
一
つ
で
、
実
際
に
自
然

災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
（
2
0
1
1

年
「
国
連
世
界
防
災
白
書
」）。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
は
、
約

44
％
が
1
日
1
ド
ル
以
下
の
収
入
で

暮
ら
し
て
い
る
貧
困
地
域
で
す 

。
こ

う
し
た
地
域
は
被
災
し
た
際
の
被
害

が
拡
大
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
中
国

雲
南
省
は
、
国
内
で
も
災
害
リ
ス
ク

の
高
い
地
域
の
一
つ
。
2
0
1
4
年

8
月
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
5
の

地
震
が
発
生
し
、
さ
ら
に
こ
の
4
年

間
に
中
程
度
〜
深
刻
な
干
ば
つ
が
中

央
部
と
北
西
部
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
体
の
96
％
が
山
岳
地
帯

に
位
置
し
、
人
口
の
96
％
を
少
数
民

族
が
占
め
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
遠
隔

地
域
で
暮
ら
す
少
数
民
族
の
子
ど
も

た
ち
は
、
通
常
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
悪
く
、
災
害
被
害
の
リ

ス
ク
が
さ
ら
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
地
震
、
大
雨
に

よ
る
洪
水
、
干
ば
つ
な
ど
の
災
害
が

毎
年
の
よ
う
に
発
生
。
自
然
災
害
だ

け
で
は
な
く
、
テ
ロ
行
為
に
よ
っ
て
学

校
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
安
全
な
生
活

が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
リ
ス
ク
が
大
き

い
こ
と
も
、
社
会
問
題
で
す
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
は
人
口
の
約
50
％
が

地
震
帯
の
上
で
生
活
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
洪
水
も
多

く
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す

る
地
域
も
2
0
1
0
年
の
豪
雨
で
被

害
を
受
け
、
生
活
の
再
建
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
期
の
活
動
を
始
め
る
に
あ
た

り
、
2
0
1
5
年
11
月
末
に
、
中

国
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン

の
3
カ
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
者

が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
計
画

の
課
題
や
強
み
に
つ
い
て
学
び
合
い
、

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
ど
の
国
も
大
き
な
災
害
を
経
験

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
リ
ス
ク

の
高
い
災
害
の
種
類
、
政
府
の
理
解

の
度
合
い
、
実
施
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
防

災
教
育
と
い
っ
て
も
、
学
校
の
活
動

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
最
大
の
課
題

と
な
る
国
、
ど
の
よ
う
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
を
入
れ
る
か
が
課
題
と
な
る

国
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
事
情
に

よ
っ
て
課
題
が
異
な
る
た
め
、
そ
の
国

に
あ
っ
た
や
り
方
を
模
索
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
職
員
1
名
を

含
め
た
こ
の
チ
ー
ム
は
、
3
カ
月
ご
と

に
電
話
会
議
を
行
い
、
課
題
や
成
功

体
験
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
て
い
ま

す
。

子
ど
も
た
ち
自
身
が
取
り
組
む

災
害
に
強
い
学
校

災
害
リ
ス
ク
の
高
い
国
の
一
つ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

中
国
の
雲
南
省
は
、

情
報
ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
も
課
題

パ
キ
ス
タ
ン
で
は

地
震
、
洪
水
、テ
ロ
行
為
が
脅
威

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

各国の
プロジェクトの概要

■ バングラデシュ
行 政と連 携しながら、
3,680 人の子どもが学
ぶ小学校から高校まで
の 10 校で学校災害管
理員会をつくり、学校全
体の防災・減災能力を
向上させるための活動を
行います。

■ 中国
小学校 6 校 1,800 人の
児童を対象に、防災教
育のための冊子を作成。
また、子ども防災クラブ
の立ち上げと意識啓発
活動などを通して、防災・
減災への理解を深める
活動を行います。

■ パキスタン
小学校 15 校 1,500 人
を対象に、学校防災委
員会の活動を活性化し、
県レベルの防災ネットワー
クも強化。学校内外に
働きかけを行います。

スタート時のワークショップで、そ
れぞれの懸念事項について洗い出
しをする各国のプロジェクト担当者

スタート時のワークショップで、そ
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ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
と
は
、
社
員
が
行

う
N
G
O
／
N
P
O
団
体
へ
の
寄

付
活
動
を
応
援
す
る
目
的
で
、
企
業

が
同
一
の
団
体
に
一
定
比
率
の
金
額
を
上
乗
せ

し
、
資
金
提
供
を
行
う
も
の
。
現
在
、
日
本
で

こ
の
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
数
は
、
上
場

企
業
・
主
要
未
上
場
企
業
で
は
20
％
程
度
（
※
）

と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
、
導
入
し
て
い
る
企

業
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
社
員
が
個
人
と
し
て

行
っ
て
い
る
N
G
O
／
N
P
O
へ
の
寄
付
活
動

に
対
し
、
所
属
企
業
が
社
員
の
申
請
に
基
づ
い

て
同
じ
団
体
に
資
金
を
提
供
す
る
も
の
、
あ
る

い
は
企
業
が
災
害
時
等
に
社
員
に
対
し
て
寄
付

を
募
り
、
集
ま
っ
た
寄
付
額
に
応
じ
て
企
業
も

資
金
提
供
し
、
合
算
し
て
N
G
O
／
N
P
O

に
寄
付
を
行
う
も
の
な
ど
で
す
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
制
度
を
利
用
し
、
自
分

の
勤
務
先
か
ら
の
支
援
を
加
え
る
こ
と
で
、
個

人
の
寄
付
額
を
増
や
し
て
支
援
を
拡
大
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
勤
務
先
で
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ

ト
制
度
を
導
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
し

て
、
そ
の
制
度
を
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
寄

付
に
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
、
ぜ
ひ
一
度
、
勤

務
先
の
担
当
者
に
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

年
11
月
、
作
家
の
角
田
光
代

さ
ん
の
取
材
の
お
供
で
、
南

米
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
の
「
若
年
層
の
女

性
を
中
心
と
し
た
育
児
と
家
族
計
画

指
導
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
レ
イ
プ
、
D
V
、

子
ど
も
へ
の
虐
待
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
問
題
の
背
景
に
は

「
男
は
強
く
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
マ
チ
ス
モ
（
男
性
優
位
主
義
）

の
思
想
が
あ
り
、
こ
れ
が
取
材
の
ポ

イ
ン
ト
で
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、
カ
リ
ブ
海
に
近
い

シ
ン
セ
レ
ホ
と
い
う
街
。
10
代
の
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、
マ
チ
ス
モ
に
反
対

す
る
男
の
子
た
ち
、
レ
イ
プ
の
被
害

者
を
保
護
す
る
司
法
担
当
者
な
ど
、

4
日
間
を
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
を

取
材
し
ま
し
た
。
角
田
さ
ん
は
、
ど

ん
な
立
場
の
人
に
も
と
て
も
静
か
に

質
問
し
、
そ
し
て
静
か
に
彼
ら
の
答

え
を
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。
ゲ
リ

ラ
や
内
戦
、
国
内
避
難
民
と
い
う
単

語
が
頻
出
し
、
こ
の
国
が
た
ど
っ
て

き
た
波
乱
の
歴
史
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
す
。
カ
リ
ブ
の
明
る
い
陽
光

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
、
め
ま
い
が

す
る
思
い
で
し
た
。「
今
か
ら
頑
張

れ
ば
、
僕
た
ち
が
年
寄
り
に
な
る
頃

に
は
こ
の
国
は
も
っ
と
よ
く
な
っ
て

い
る
よ
」
と
い
う
10
代
の
男
の
子
の

言
葉
を
「
頼
も
し
い
！
」
と
思
う
一

方
、
ギ
ャ
ン
グ
や
麻
薬
と
隣
り
合
わ

せ
の
日
常
で
、
彼
ら
が
真
っ
直
ぐ
に

生
き
て
い
く
こ
と
の
困
難
さ
も
思
わ

ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

〝
支
援
活
動
〞
と
い
っ
て
も
、
当
事

者
に
と
っ
て
は
、
よ
り
よ
い
人
生
に

向
か
っ
て
い
く
た
め
の
〝
日
々
の
営

み
〞
そ
の
も
の
。
そ
れ
を
私
た
ち
に

伝
え
て
く
れ
る
角
田
さ
ん
の
記
事
は
、

3
月
発
売
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

月
28
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
東
京
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
6
。

プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
今
年
も
チ
ャ

リ
テ
ィ
枠
の
ひ
と
つ
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
枠
が
あ
る
こ
と
は
、
実
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

私
た
ち
は
、
毎
年
7
月
頃
か
ら
告
知

を
開
始
し
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
5

回
目
と
な
る
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
で

最
多
の
1
4
0
人
の
方
に
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
ご
登
録
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
前
に
開
催
さ

れ
た
E
X
P
O
で
は
、
最
高
齢
82

歳
の
方
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
々
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
方
に
お
会
い
し
、
皆
さ

ま
の
ご
支
援
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私はプラン・スポンサーとして、
南米コロンビアのチャイルドと交流
しています。あるとき、会社の福利
厚生制度をふと見直してみると、私
の勤務先にもマッチングギフト制度
があることがわかりました。そこで
早速、プラン特別プロジェクトとし
て私が別途寄付した額と同額のマッ
チアップを申請しました。この寄付
はタイ北部山岳地帯の乳幼児教育支
援施設の建設に活用され、私も落成
式に出席してきたのですが、そのときの感慨はひとしおでした。一個人ででき得る
社会貢献には限りがありますが、今後もマッチングギフトを活用して、プランを通
じた子どもたちへの支援を続けていきたいと思っています。

株式会社デンソー　総務部　社会貢献推進室

佐々木朋子さん

※出典：『東洋経済 CSR企業総覧』2016年度版。上場企業・主要未上
場企業3,630社に対して調査を実施。マッチングギフト制度の有無に
ついて回答のあった1,017社のうち、207社が「制度がある」と答えた

Vol. 3あなたの身近な場所で気軽に途上国支援ができる、
ファンドレイジングの活動事例をご紹介します。

あなたの職場にもある!?
「マッチングギフト」制度を利用しよう
今回ご紹介するのは、企業が社員の寄付活動を応援する「マッチングギフト」という制度。
あなたの勤務先でも導入されているかもしれません！

あなたもファンドレイザー

マッチングギフト利用者からひとこと！

　デンソーグループは基本理念のなかで、「世界と
未来をみつめ 新しい価値の創造を通じて 人々の幸
福に貢献する」ことを使命として掲げ、社会から信
頼・共感される企業行動のひとつとして、マッチン
グギフト制度を実施しています。プラン・ジャパン
への寄付には、1998 年から 16 年間で延べ 96 人
の社員から申請があり、会社も一緒になって寄付を
行ってまいりました。私たち事務局は、社員の申請を通してさまざまな社会の課題
解決を行うプラン・ジャパンと結びつきを深め、また、社員の気持ちを 2 倍にふ
くらませる機会も得て、大変うれしく思っています。

タイの教育施設落成式に参加した佐々木さん
（後列中央）

●アズビル株式会社／azbil みつばち倶楽部　●株式会社大林組　●キャピタル・イ
ンターナショナル株式会社　● Google Inc.　●ジョンソン・エンド・ジョンソン社会
貢献委員会　●株式会社デンソー　●日産自動車株式会社　●ファイザー株式会社
● Fortress Investment Group　LLC　● Marshall Wace Asia Limited　●三井化学
チビットワンコイン／三井化学株式会社　●三菱電機 SOCIO-ROOTS 基金／三菱電
機株式会社　● UBS グループ（UBS 証券株式会社 /UBS 銀行東京支店／ UBS ア
セット・マネジメント株式会社）　●株式会社リクルートホールディングス（50 音順）

佐々木クロエさん

マッチングギフト申請の流れ
～プラン・ジャパン支援者の場合

たとえばこんな企業がマッチングギフト制度を導入しています

①
個人で
寄付

②
勤務先に申請

④報告

③
マッチング
寄付

あなた 企業

プラン

● 企業のご担当者様へ
マッチングギフトに関するお問い合わせ・お申し込みはファンドレイジング部まで

Tel: 03-5481-7100　Mail: hello@plan-japan.org
https://www.plan-japan.org/company/

マ

コロンビア　シンセレホ活動地域

東京マラソン

現地報告

イベント報告

久保田恭代職員（コミュニケーション部）

Vol. 3プラン・ジャパン事務局の活動をご報告。
裏話もちょっぴりお教えします！

作家の角田光代さんと
一緒に女の子の声を
取材してきました！

平本薫職員／大山文子職員（ファンドレイジング部）

東京マラソン2016
チャリティに
参加しました！

ご協力ありがとうございました！
（ファンドレイジング部書き損じはがき・未使用はがきキャンペーンチーム）

今年も多くの方に「書き損じはがき・未使用はがきキャンペーン」に
ご協力をいただき、ありがとうございました！　7 カ国で実施されて
いるプロジェクトに、大切に活用させていただきます。
※ 15 ページのキャンペーン報告もあわせてご覧ください。

プラン・ジャパン
事務局便り

角田さんの記事が掲載さ
れている『オール讀物』
4 月号（文藝春秋）と『S 
PUR』5 月号（集英社）

（左から）角田さん、活動地域事務所のシリ―所長、久保田職員
［撮影：山田真実］

平本職員（左）と大山職員

昨
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 Tokyo
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『お手紙書き会』
■ 日時：4月16日（土）、5月21日（土）、6月

18日（土）、7月16日（土）　14時～ 16時
■ 会場：広島市まちづくり市民交流プラザ

3Fまたは2Fフリースペース
 （広島市中区袋町6-36）
■ 内容：チャイルドへの手紙書き
■ 参加費：無料、事前申込不要
■ 連絡先：小村
Mail: naokomura@kej.biglobe.ne.jp

『ネパールスタディーツアー』報告会
■ 日時：5月29日（日）
 10時～ 12時、昼食会13時～
■ 会場：松江市市民活動センター
 （スティックビル）研修室
■ 内容：2014年のスタディツアーで、ネパー

ル視察旅行に参加された筒井さん（広島
県在住）を初めて本会にお招きします。

ネパールの子どもたちに関するお話をう
かがいます。

■ 参加費：1,000円。報告会は事前申込
不要。昼食会は別料金で、5月22日（日）
までに申し込みが必要です

■ 連絡先：岡川
Mail:leafmoon804@yahoo.co.jp

第25回山形・秋田プランの会
■ 日時：７月10日（日）
 13時～ 16時30分
■ 会場：サンパル秋田（予定）
 （秋田市山王7-3-1　秋田文化会館内）
■ 内容：プラン・ジャパン職員による活動

報告、チャイルドへの手紙書き、参加者
同士の交流

■ 参加費：500円。7月6日（水）までに下
記へお申し込みください

■ 連絡先・申込先：岩谷
Mail:tadaya-i@chive.ocn.ne.jp

プラン職員を招いた講演ほか
■ 日時：5月29日（日）　13時～ 16時
■ 会場：岡山県生涯学習センター 
ミーティング室5
(http://www.pal.pref.okayama.jp/)
■ 内容：プラン・ジャパンの職員をお迎えし、

お話をうかがいます（詳細未定）
■ 参加費：500円（1家族につき）。事前申

込は不要ですが、なるべく事前にご連絡
いただけるとありがたいです

■ 連絡：プラン岡山の会 お世話人会
Mail: planokayama@excite.co.jp

プラン広島の会 �

山形・秋田プランの会

プラン岡山の会 ��

プラン山陰の会 �

　前回「プラン・ニュース」100 号とと
もにお送りしたご意見カードに対し、幅
広いご支援歴の方々から 400 通を超え
るご返信をいただきました。皆さまから
いただいた“声“は局内で共有し、今後
の運営の参考にさせていただきます。皆
さまのご協力に感謝いたします。
　いただいたご質問・お問い合わせに
つきましては、順次個別に回答をお送り
していますが、なかにはご連絡先の記
載がないものもありました。そこで、特
にお問い合わせの多かった、プラン・
スポンサーシップ関連や活動経費（郵
送費）についてお答えします。
Q1：チャイルドになかなか手紙を書くこ
とができず、申し訳なく思っています。
A：「チャイルドの国の文化・慣習がわか
らない」「最初にどんな手紙を書いたら
いいか迷っている」という方は、ウェブ
サイトに用意している定型文や図柄入り
便せんなどをご活用ください。なお、定
型文のお手紙（「久しぶりのおたより」）
は電話でも受け付けていますので、お
気軽にお問い合わせください。
■インターネット・メールで手紙を送る
https://www.plan-japan.org/support
er/br/original.html
Q2：チャイルドとの交流終了後、また
同じ国 ･ 同じ性別の子どものプロフィー
ルが送られてきたのですが…。
A：チャイルドとの交流が終了するとき
には、プラン・ジャパンから「チャイル
ドの登録終了のお知らせ」を郵送しま
す。その際「今度は違う国や性別のチャ

イルドを」「しばらくはチャイルドと交流
せずに支援したい」といったご希望があ
りましたら、お知らせを受け取ってから
2 週間以内にご返信ください。ご返信
のない場合は引き続きスポンサーシップ
へご支援くださるものとして、待機して
いるチャイルドから順番にご紹介いたし
ます。またご支援の中止を希望される場
合も、必ずご連絡ください。登録終了の
お知らせから1カ月以内に、次のチャイ
ルドのプロフィールをお送りします。入
れ違いでご希望に沿わないプロフィール
を受け取られた場合には、支援者サポー
ト部までご相談ください。
Q3：活動報告書の印刷費や送付費用など
も、支援のために使うほうがよいのでは？
A：「プラン・ニュース」などの印刷物は、
皆さまのご寄付で実施している活動に
ついてご報告するものですので、ぜひ
内容をご一読いただければ思います。な
お、印刷物と同じ内容をウェブサイトで
も公開していますので、「郵送不要」と
いう方は事務局までお知らせください。

【お問い合わせ・連絡先】
支援者サポート部　TEL：03-5481-6100
／ Mail：service@plan-japan.org

プラン・ジャパンから今後のイベントや
キャンペーン等のお知らせです！ INFORMATION

2016 年 7月1日、「プラン・ジャパン」は
「プラン・インターナショナル・ジャパン」になります！

株式会社ドリームの
「ブルーリボン」トートバッグ
　株式会社ドリームが展開す
る「アイソシアル」ブランド
は、社会問題の解決に貢献す
る商品やサービスを生み出す
こと、自分のためだけではな
く誰かの幸せにもつながる商
品の提供を目指しています。
　同ブランドのラインナップ
のひとつであるRIBBONSPR
OJECTでは、好きな色のリ
ボンがついた商品を購入する
と、それぞれの色に割り当て
られたチャリティ団体に、自
動的に寄付が送られる仕組み
を構築。2014年に販売を開
始したトートバッグでは、プ
ランの色「ブルーリボン」の
バッグの売り上げの一部をプ
ラン・ジャパンに寄付してく
ださっています。RIBBONS
PROJECTの詳細については、
以下のウェブサイトをご覧く
ださい。
http://ribbons.aisocial.jp/

プランへの寄付となる
商品のご紹介

＂東京ヤマソン＂に参加しませんか？

たくさんのご意見ありがとうございました！

プラン支援者の会からイベント開催のお知らせ

�ウェブサイト �フェイスブック
上記アイコンのある会については、プラン・ジャ
パンのウェブサイトから各会のページにリンクで
きます（https://www.plan-japan.org/
supporter/plankai）
支援者の会に関するお問い合わせ先：
支援者サポート部　TEL: 03-5481-6100

※ウェブサイトにはイベントの開催報告も掲載しています。ぜひご覧ください　※ 「プラン・ニュース」No. 102は、2016年7月中旬にお届け予定です

プラン・ジャパンは、プラン・インターナ
ショナルの一員として 1983 年に誕生。
現在では公益財団法人となり、国内外
でさまざまな活動を行っています。この
たびプランは、世界 70 カ国以上で活
動する国際 NGOとしての一体性を強化
し、より効果的で力強い活動を可能に
するため、世界的に「プラン・インター

ナショナル」という名称に統一すること
を決定しました。それにともない日本で
も 2016 年 7 月 1日より、正式団体名
を「公益財団法人プラン・インターナショ
ナル・ジャパン」に変更いたします。新
たな統一名称のもと、今後もより一層
子どもの権利を推進し、貧困や暴力の
ない公正な社会を実現するための活動

に力を注いで参ります。引き続き、みな
さまのご支援を賜りますよう、よろしく
お願い申し上げます。
※ウェブサイトのドメイン等は、７月１日
以降、随時変更いたします。詳細は、7
月中旬頃にお届けする次号で、あらため
てお知らせいたします。

　東京ヤマソンは、3人または4人一
組のチームでJR山手線の一周29駅全
駅をまわる、ファンドレイジングのイベ
ントです。主催は、インターナショナ
ル・ボランティア・グループ。参加費の
100％が、プラン・ジャパンがフィリピ
ンで実施する「災害に強い小学校校舎
建設プロジェクト」に寄付されます。あ
なたもフィリピンの子どもたちのため
に、同僚や友人、家族などと一緒に参
加して、東京の街を歩いてみませんか？

詳細は以下のサイトでご確認ください。
【開催日】
2016年5月21日（土）

【場所（スタート地点）】
TOKIAビル（JR東京駅・丸の内南口出
口から徒歩3分）

【参加費】
1グループにつき1万円

【詳細・お申込み】
https://www.plan-japan.org/
yamathon2016/index.html

【お問い合わせ先】
プラン・ジャパン
TEL: 0120-400-422

（受付時間　平日9時～ 17時30分）

ロゴマークも一新されます！

貴重なご意見をありがとうございました！

「書き損じはがき・未使用はがきキャンペーン2016」終了
ご協力ありがとうございました！
　年末年始の年賀状シーズンに、書き
損じたり未使用のまま手元に残ったりし

たはがきを有効活用し、途上国の子ど
もたちを応援するこの企画。今年度は
全国 7 校の学生有志が参加してくださ
り、皆さまのご協力のもと、5 万 1,615
枚のはがきが集まり、寄付金額は約
200 万円になりました。ご寄付は 7 カ
国で実施されている、プラン一般プロ
ジェクト支援にそれぞれ充てさせていた
だきます。ご協力いただいた皆さまに心
よりお礼申し上げます。

■キャンペーン協力校（順不同）：明治
学院大学 ボランティアセンター海外プ
ログラム事業部、甲南女子大学 All for 
Happy Girls プロジェクト、創価大学
SaveChildrenNetwork、 昭 和 女 子 大
学ボランティア委員会、南山大学短期
大学部 Nantan Girls Project、富士見
中学高等学校ボランティア委員会、宮
城学院女子大学 LAC 国際支援活動
Triangle

昨年度のイベントの様子

はがきの仕分けをする学生グループ

夏に向けて大活躍間違いなしの
さわやかトートバッグ

あなたも
参加しませんか？



　マリアとは 2002年 8月から、年に
3、4回は手紙を送って交流を重ねて
きました。彼女は手紙に何度も「会い
たい」と書いてきて、私も 10年ほど
前から「いつか必ず」と考えていまし
たが、やはり南米は遠く、お金も時間
もかかります。でも、「このまま交流
が終わったら絶対に後悔する！」と一
大決心。1週間の休暇を取って、エク
アドルへと向かいました。
　今回の旅では、あらかじめ日本人の
通訳兼ガイドさん（必要な日には運転
手さんも）を雇っていきました。その
料金は思わず“笑ってしまう”ほど高
かったのですが、深夜の空港送迎もし
てもらい、やはり大変助かりました。
　さて、コミュニティ訪問当日。朝 9
時前にプランのスタッフがリオバンバ
のホテルまで迎えに来てくださり、ま
ずはチンボラソの事務所で 1時間ほど
説明を受けました。お土産は日本から
も持参していましたが、コミュニティ
への移動中、スーパーに立ち寄って米、
食用油、洗剤などを購入。その後は小
学校で子どもたちの歓迎を受け、マリ
アが家族とともに暮らす家に向かいま
した。
　彼女の家は、丘の上にぽつんと立つ
小さな一軒家。じゃがいもなどの農業
で生計をたてています。長年交流して

きた私たちですが、お互い何だか照れ
くさくて、会話もうまく進みません。
家の周辺を散策し、お母さんの手料理
の昼食をごちそうになり、私の趣味で
あるカメラで“撮影会”をしたりして
いるうちに、あっという間に 1時間
以上が経過。最後にマリアが、手作り
のバッグに入った乾燥空豆をプレゼン
トしてくれて、訪問終了となりました。
　彼女に会えただけでうれしくて、実
は、話した内容もあまり覚えていない
のですが、ひとつ、「食べ物は何が好
き？」と聞いたら、目を輝かせて「ク
イ！」と答えたのが忘れられません。

クイ（テンジクネズミ）はお祭りなど
特別な日に食べるごちそうなのです。
　訪問を終えて思うのは、思い切って
行ってよかったという満足感と、もっ
と早く行けばよかったという多少の後
悔。帰国後、現地で撮影した作品があ
る写真展で入選するという、嬉しいお
まけ（？）もありました。今は、マリ
アがくれた手作りバッグを眺めながら、
もうひとりのチャイルドに会うため、
ネパールを訪れる日を夢見ています。

最初は「友人がやっていたから、私も」と軽い気持ちで
スポンサーを始めた水澤さん。当時3歳だった一人目のチャイルドが
もうすぐ“卒業”を迎えるということで、2015年11月、
10年越しの希望であったコミュニティ訪問へと出発しました。

● コミュニティ訪問は、出発日の 8 週間前までにお申し込みください。
　 手続き方法などの詳細は、ウェブサイトでご覧いただけます→ http://www.plan-japan.org/supporter/visit/

表紙写真：カンボジア　シェムリアップの学校

〒154-8545 東京都世田谷区三軒茶屋2-11-22 サンタワーズセンタービル10F
TEL 03-5481-6100  FAX 03-5481-6200　service@plan-japan.org2016 Spring No.101

www.plan-japan.org

チャイルドの＂卒業＂直前
どうしても会いたくて行ってきました！

9/7

10/2　

11/11

11/12

11/13

11/14

11/15

11/16 ～ 11/17

プラン・ジャパンに訪問申込

「コミュニティ訪問同意書」提出

成田国際空港～ヒューストン経由～キト（23：55 着）
※移動時間：約 21時間

午前中：キト観光、午後：キト～リオバンバへ移動

コミュニティ訪問

リオバンバ～チンボラソ山観光～キト

キト近郊のオタバロ等を観光

キト（0：55 発）～ヒューストン経由～成田国際空港
※移動時間：約 24 時間 30 分

旅のスケジュール

2015 年

マリアさんの手作り
バッグと乾燥空豆

スポンサー：水澤秀子さん／神奈川県
チャイルド：マリアさん（女の子／訪問時 17 歳）

コミュニティ訪問に
行ってきました！

E C U A D O Rエクアドル共和国

マリアさんの手作り
バッグと乾燥空豆


